
要旨：
私はこれまで、免疫恒常性の維持と破綻という視点から、アレル
ギーや感染症をはじめとする炎症性疾患の病態形成機構を研究し
てきた。記憶T細胞による慢性炎症の形成機構や自然免疫による
免疫制御機構を解明するとともに、臨床検体を用いた研究から新
たな診断・治療標的を見出し、産学連携による研究開発へと発展
させてきた。今後は、粘膜免疫を基盤に、免疫恒常性を支える基
本原理とその破綻による疾患発症機構を解明し、新たな治療法の
開発と予防免疫学の創出を目指す。教育面では、これまでの免疫
学講義や大学院生の研究指導経験を活かし、自ら医学的課題を
発見し、その解決に果敢に挑戦する医師・医学研究者の育成に取
り組む。さらに、分野横断的な共同研究や産学連携を推進するとと
もに、教育・研究体制の充実と組織運営に主体的に取り組み、筑波
大学の発展に貢献したい。

連絡先：生命医科学域長室 入江賢児
kirie@md.tsukuba.ac.jp 

演題： 研究・教育に関する実績と今後の

展望と抱負

演者： 岩村 千秋先生

千葉大学大学院医学研究院

免疫発生学 特任准教授

日時： 令和８年１1月９日(月) 17：00～18：10

会場： 臨床講義室 D
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